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Abstract 

Collection surveys were conducted to investigate the feeding habits of amphidromous sculpin Cottus pollux 

middle-egg type in the Sendai River system in Tottori Prefecture. At the sampling station, located 

approximately 13 km upstream from the river mouth, newly recruited individuals with standard lengths of 

around 30 mm occurred in June. The stomach contents index (SCI) of C. pollux middle-egg type showed a 

decreasing trend from summer to autumn. Particularly, the low percentage of individuals with stomach 

contents in autumn suggests a potential shortage of food resources. Analysis of the index of relative 

importance of food items (IRI) indicated that the C. pollux middle-egg type primarily relied on aquatic insects 

of Trichoptera and Ephemeroptera. The increase in the percentage of IRI for Diptera in autumn, when food 

resources were scarce for the C. pollux middle-egg type, suggests that Diptera could compensate for food 

shortages. Although C. pollux middle-egg type is listed as an endangered species, the lower reaches of the 

Sendai River system are considered valuable habitat for this species due to the presence of suitable 

environmental conditions. 
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緒言 

我が国の淡水域に分布するカジカ種群 Cottus 

pollux species complex については、カジカ大卵型

C. pollux large-egg type、カジカ中卵型 C. pollux 

middle-egg type、カジカ小卵型 C. pollux small-egg 

type が存在し、日本海側では大卵型と中卵型が分

布するとされる（後藤 2001）。大卵型は一生を淡

水域ですごす陸封型の生活史を有するのに対し、

中卵型および小卵型は孵化後、海域へ流下し、幼

魚期に河川域に移入する淡水性両側回遊型の生

活史を有するとされる（水野・丹羽 1961; 後藤

2001; Goto and Arai 2002; 津行ら 2015）。鳥取県に

おいては大卵型と中卵型の生息が報告されてお

り（国土交通省 2022; 安藤 2023）、鳥取県東部を

流れる一級河川千代川水系では、河口点より約

13 km上流に位置する水系内最大規模の堰堤であ

る大口堰より下流には中卵型、同堰より上流には

大卵型が分布することが明らかとなっている（太

田ら 2023）。 

カジカ種群の食性に関する知見については、カ

ジカ大卵型では多くの知見があり（名越・村上

1980; Ntsumeda et al. 2012; 小川ら 2015）、主に水

生昆虫を摂餌していることが明らかとなってい

る。一方、カジカ大卵型よりも下流域に生息する

カジカ中卵型の食性に関する知見は乏しい。鳥取

県千代川水系におけるカジカ中卵型の分布域は、

カジカ大卵型の分布域に比べ狭く、人工構造物で

ある x堰堤の存在により分布域が制限されている 



 

Table 1. Collection records of Cottus pollux middle-egg type specimens. 

 

Fig. 1. Map showing the sampling station of Cottus 

pollux middle-egg type in the Sendai River system. 
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可能性も示唆されている（太田ら 2023）。加えて、

カジカ中卵型は環境省（2020）により絶滅危惧種

ⅠB類にも指定されており、その保全を考える上

でも餌資源を特定することは重要である。そこで、

本稿では、2022 年 2 月から 12 月にかけて鳥取県

千代川水系で採集したカジカ中卵型の食性を調

査した結果を報告する。 

 

材料および方法 

2022 年 2 月 27 日から 2022 年 12 月 6 日にかけ

て、月に 1 回を目安に調査を行った（Table1） 。

調査定点は、鳥取県東部を流れる一級河川の千代

川の河口より約 13 km 上流に位置する大口堰の

約 300m 下流の右岸側（流程長約 70m の範囲）で

ある（Fig.1）。当該水域は、先行研究の結果（太

田ら 2023）により、カジカ中卵型の分布域である

ことが明らかになっている。調査時にはポータブ

ル水温計（HORIBA 製 D-210C-S）により水温を

0.1 °C 単位で測定した。採集については、電撃捕

魚機（株式会社末松電子製作所製）を用い、過度

な捕獲圧を避けるため、採集個体数が 20 個体程

度となるよう、一回の調査時間を 30 分に限定し

た。採集に際しては、佐川ら（2006）を参考に、

上流部に電撃捕魚機を持った人を配置し、下流部

にタモ網を持った人を 3~4 人ほど配置して、感電

して流れてきた魚を採集した。採集したカジカ中

卵型の魚体については腐敗防止のため、原則、氷

冷し実験室に持ち帰った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実験室では速やかに標準体長（Standard length、

以下、SL と記す）および魚体重を測定後、一旦、

冷凍保存した。後日に試料を解凍し、胃内容物を

分析した。胃内容物のほとんどは水生昆虫であっ

たため、川合・谷田（2018）を参考に目レベルま

で査定した。胃の噴門部から幽門部に存在した摂

餌物の全重量を測定後、さらに分類群別に湿重量、

個体数を計測した。なお、個体数は確認された水



 

Fig. 2. Standard length frequency distributions of 

C. pollux middle-egg type on each sampling day. 
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生昆虫の頭の数で代表させた。標準体長について

はデジタルノギス（Mitutoyo 製 CD-S20C）によ

り 0.01 mm 単位で、魚体重および胃内容物の重量

については電子天秤（島津製作所製 TW223N）に

より 0.001 g 単位で測定した。 

胃内容物の分析結果による摂餌状況の指標に

ついては、先ず摂餌個体率を（1）式により調査

日毎に求め、さらに個体毎に胃内容物重量指数を

（2）式により求めた。 

R ＝ F / Ft × 100（%）･･･（1） 

R：摂餌個体率、F：摂餌個体数、Ft：総分析個

体数 

SCI =（SW / BW）× 100（%）･･･（2） 

SCI：胃内容物重量指数、 SW：胃内容物の総

重量（g）、 BW：魚体重（g） 

食性の分析にあたり、調査日毎に、餌料出現率

（以下、%Fi）を（3）式、餌料生物の個体数割合

（以下、%Ni）を（4）式、餌料生物の重量割合（%Wi）

を（5）式により求めた。ただし、消化の影響等

で個体数や分類群が不明となった胃内容生物お

よび魚類を除き、主要な餌生物であった 6 項目の

水生昆虫について以下の解析を行った。 

%Fi = fi / F × 100（%）･･･（3） 

%Fi：餌生物𝑖を摂餌していた個体数の割合、

F：胃内容物の解析に供した個体数（摂餌個体

数） 、fi：餌生物𝑖を摂餌していた個体数 

%𝑁i = ni  / N × 100（%）･･･（4） 

%𝑁i ：全胃内容生物中に占める餌生物 i の個

体数割合、𝑁：胃内容物から出現した餌生物の

総個体数 、ni：胃内容物から出現した餌生物

i の個体数  

%Wi = wi / W × 100（%）･･･（5） 

%Wi ：全胃内容生物中に占める餌生物 i の重

量割合、W：胃内容物から出現した餌生物の総

重量 （g）、 wi：胃内容物から出現した餌生物

i の重量 （g） 

さらに、食性を定量化するために、Pinkas（1971）

の餌料重要 度指数 （ IRIi: Index of relative 

importance）を（6）式より求め、その割合（以

下、%IRIi）を（7）式により求めた。 

IRIi  = （%Ni + %Wi）× %Fi ･･･（6） 

%IRIi  = IRIi / ∑IRIi × 100（%）･･･（7） 

IRIi ：餌生物 i の胃内容物重要度指数、%IRIi 

= 餌生物 i の胃内容物重要度指数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

調査水域の水温は 2 月の 4.9 °C から 7 月の

22.4 °C の間で変動した（Table 1）。9 回の調査で、

合計 135 個体のカジカ中卵型が採集された。採集

個体数は、2 月は 3 個体と少なく、5 月から 8 月

にかけては 20 個体以上となり、10 月から 12 月

は 11 から 15 個体とやや減少した。採集されたカ
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Fig. 3. Seasonal change in the percentage of C. 

pollux middle-egg type individuals with stomach 

contents. 

 
Fig. 4. Seasonal change in the mean SCI (stomach 

contents index) of C. pollux middle-egg type. The 

vertical bars indicate standard errors. 

 

Fig. 5. Seasonal changes in the %Fi (the percentage 

of individuals with each food item in the stomach) 

of C. pollux middle-egg type. 
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ジカ中卵型の体長範囲は 36.1 mm から 128.5 mm

であった。2 月から 5 月にかけて採集されたカジ

カ中卵型の体長の最小値は 58.3 mm であったが、

6 月には 30 mm 台にモードを持つ小型群が採集

され始め、これら小型群のモードは 7 月から 10

月は 40 mm 台、11 月から 12 月は 50 mm 台と

徐々に増加した（Fig. 2）。 

摂餌個体率 R は、2 月から 7 月および 11 月か

ら 12 月は 90 %以上の高い値で推移したが、8 月

から 10 月に低下し、特に 10 月には 54.5 %と期

間中最も低い値となった（Fig. 3）。胃内容物重量

指数（SCI）の調査日別の平均値は 1 %前後で推

移したが、6 月から 10 月にかけては 0.1 %から

0.4 %と低い値で推移した（Fig. 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 個体のカジカ中卵型（85.7 mm SL）の胃内容

物より魚類が確認されたが、それ以外は水生昆虫

で占められ、トビケラ目（Trichoptera）、カゲロウ

目（Ephemeroptera）、カワゲラ目（Plecoptera）、コ

ウチュウ目（Coleoptera）、トンボ目（Odonata）、

ハエ目（Diptera）の 6 目に分類された（Fig. 5）。

なお、コウチュウ目にはドロムシ科（Dryopidae）

とヒラタドロムシ科（Psephenidae）の 2 科が含ま

れ、ハエ目についてはほぼユスリカ科

（Chironomidae）で占められていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%Fiについては、トビケラ目およびカゲロウ目

が 16.7 %～100 %、25.0 %～100 %と、調査期間全

体を通して高い割合を示した（Fig. 5）。5 月から

11月にかけてトビケラ目の%Fiが 16.7 %～77.8 %
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Fig. 6. Compositions of the %Ni (a), %Wi (b), 

and %IRIi (c) of C. pollux middle-egg type on each 

sampling day. %Ni, %Wi, and %IRIi represent the 

percentages of the number, weight, and index of 

relative importance of each food item, respectively. 

Aquatic Animals 2024 | August 2 | Nakai et al. AA2024-18 

 

に減少し、カゲロウ目の%Fiは 66.7 %～100 %に

増加する傾向が認められた。また、ハエ目の%Fi

は 2 月から 8 月は 0 %であるが、10 月から 12 月

は 42.9 %～66.7 %に増加した。トビケラ目および

カゲロウ目の%Ni はそれぞれ 11.4 %～77.2 %、

7.3 %～71.6 %、%Wiはそれぞれ 0.0 %～78.2 %、

5.1 %～93.6 %となり、%Fi と同様、調査期間全体

を通して高かった。10 月以降、ハエ目の%Niおよ

び%Wiがそれぞれ 11.3 %～45.6 %、0.0 %～2.1 %

となった（Fig. 6 a, b）。これらの結果より算出し

た%IRIi の値については、トビケラ目が 1.2 %～

83.2 % 、カゲロウ目が 1.9 %～78.5 %となり、2

目が特にカジカ中卵型にとって重要な餌資源で

あることが示された。トビケラ目は特に 4 月およ

び 12 月に重要な餌資源となっており、カゲロウ

目は 4 月を除いて周年に渡り重要な餌資源とな

っていることが示された。また、5 月から 7 月に

はコウチュウ目、10 月から 12 月にはハエ目が餌

資源として利用されていることも示された（Fig. 

6 c）。 

 

考察 

カジカ中卵型の産卵期は冬季から春季と考え

られており（清水ら 1994; 後藤 2001）、淡水性両

側回遊型生活史を有する本種は河川で産卵孵化

後すぐに海域に流下し、幼魚期に河川を遡上する

と言われている（後藤 2001）。本研究における調

査水域である千代川水系の大口堰の下流より得

られたカジカ中卵型についても、耳石のストロン

チウム：カルシウム比の分析結果より、稚魚期に

海域に滞在し、幼魚期に河川へ遡上していたこと

が明らかとなっている（太田ら 2023）。本研究で

6 月以降に採集されるようになった小型個体（Fig. 

2）は、その年に孵化し、海域から河川へと遡上

してきた当歳魚と考えられる。すなわち、千代川

水系の大口堰下流における当歳魚の新規加入個

体は、6 月以降に体長 30 mm 台で出現するものと

考えられる。 

カジカ大卵型の食性については、三重県平倉川

ではカゲロウ目とトビケラ目が主要餌料である

ことが明らかとなっている（名越・村上 1980）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、東京都の多摩川水系では 5 月から 9 月はカ

ゲロウ目とトビケラ目が大部分を占め、11 月以

降はハエ目のユスリカ科とブユ科が大部分を占

めることが明らかとなっている（小川ら 2015）。

また、Natsumeda et al.（2012）は、長野県千曲川
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水系におけるカジカ大卵型はカゲロウ目とハエ

目を主要な餌資源として利用しており、環境中の

餌料生物との比較からそのニッチ幅は比較的狭

いと述べている。本研究におけるカジカ中卵型の

食性についても、多摩川水系や千曲川水系のカジ

カ大卵型に比べハエ目への依存度が低いものの、

カジカ大卵型の食性の傾向と概ね一致していた。

一方、北海道南部の大当別川に生息するカジカ属

魚類のカンキョウカジカ Cottus hangiongensis と

ハナカジカ Cottus nozawae も、トビケラ目、カゲ

ロウ目およびハエ目に属する水生昆虫を主に摂

餌している（山本ら 1988）。また、山本ら（1988）

では、カンキョウカジカとハナカジカの 2 種の食

性の比較から、これらの種は生息環境中に存在す

る餌生物を、その利用容易性に基づいて摂餌して

いると述べている。我が国以外では、北アメリカ

に生息する淡水性のカジカ属 3 種 Cottus beldingii、

Cottus bairdii および Cottus rhotheus の食性につい

て、魚類の割合が極めて低く、無脊椎動物が主要

餌料であることが報告されているほか（Taylor et 

al. 2016）、ヨーロッパに生息する淡水性カジカ属

2 種 Cottus poecilopus および Cottus gobio の食性

について、トビケラ目、カワゲラ目、カゲロウ目

およびハエ目を主要餌料として利用しているこ

とが報告されている（Stevove et al. 2019）。以上の

ように、淡水域に生息するカジカ属魚類の食性は、

水生昆虫、特にトビケラ目、カゲロウ目およびハ

エ目への依存度が高い点で共通している。 

一方、千代川水系の中下流域に広く分布するナ

マズ目魚類のギギ Tachysurus nudiceps は、カジカ

中卵型と同じ底生性魚類であり、分布域も重複す

るため、本研究の調査でも多数採集された。千代

川水系におけるギギの食性についてもカゲロウ

目とトビケラ目が大部分を占めることが明らか

となっている（太田ら 2022）。ただし、ギギの食

性はカジカ中卵型に比べ、カゲロウ目とトビケラ

目の 2 目に特化しており、カジカ中卵型で一定割

合見られたカワゲラ目、コウチュウ目およびハエ

目などの割合は極めて低い。これらのことから、

カジカ中卵型では同所的に分布するギギよりも

食性の幅が広い可能性が示唆される。特に秋季か

ら冬季にハエ目のユスリカ科を餌資源として利

用している点はギギとの大きな違いである。 

西村ら（1962）による千代川水系における底生

昆虫相の調査結果では、水系全体ではトビケラ目

とカゲロウ目の占める割合が高いとされている。

本調査水域には、ドンコ Odontobutis obscura、ゴ

クラクハゼ Rhinogobius giurinus、シマヨシノボリ

Rhinogobius nagoyae 、ヌマチチブ Tridentiger 

brevispinis 、 ス ミ ウ キ ゴ リ Gymnogobius 

petschiliensisなどの底生性魚類もカジカ中卵型と

同所的に分布しており（太田・松原 2021）、これ

らの魚種も 2 目の水生昆虫を利用している可能

性がある。一方、河川における水生昆虫の現存量

は夏季に減少すると考えられる（柳井・寺沢 1992; 

昆野・渡辺 2004）。カジカ中卵型の胃内容物重量

指数は 6 月から 10 月にかけて低く（Fig. 4）、特

に 10 月は摂餌個体率も低下していることから

（Fig. 3）、この時期は餌不足状態にあった可能性

も示唆される。この様な時期においてハエ目の幼

生は主要餌料の不足を補う役割を果たしている

可能性も考えられる。 

 カジカ中卵型は環境省のレッドデータの絶滅

危惧ⅠB類に指定されており（環境省 2020）、愛

媛県の肱川など局所的な絶滅の事例も報告され

ている（清水・田頭 2014）。また、鳥取県におけ

るレッドデータについて、カジカ大卵型について

は絶滅危惧Ⅱ類に指定されているが（安藤 2023）、

カジカ中卵型に関する生態的な知見は十分には

得られていない。著者らの調査では、電撃捕魚機

による 30 分の採集で夏場は 20 個体前後が確実

に採捕されているが、7 月以降は当歳魚とみられ

る個体（7 月～10 月の体長 30～40 mm 台、11 月

～12 月の 40～60 mm 台）の比率が半分以上と相

対的に高くなっている。千代川水系下流域におけ

るカジカ中卵型は稀少という状態にはないもの

の、当歳魚の加入動向が個体数の多寡に影響を及

ぼしている可能性が示唆される。また、両側回遊

型生活史を有するカジカ中卵型の上流域への遡

上は堰堤により制限されることが報告されてい

る（吉郷 2010）。本水系におけるカジカ中卵型の

生息範囲も河口点から 13 km 上流に位置する大
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口堰（Fig. 1）より下流に限定されており（太田ら

2023）、カジカ大卵型の生息範囲と比べても狭い。

一方、千代川水系を含む鳥取県下の河川では、河

床が固く締まった状態になるアーマーコート化

が、アユの再生産に悪影響を及ぼしている可能性

が指摘されているが（鳥取県水辺の環境保全協議

会 2023）、アユの産卵場付近を生息範囲とするカ

ジカ中卵型にとってもこのような環境は好まし

くない状況であると推測される。また、カジカ類

は川底の礫のすき間に産卵するため、これを確保

するための人工産卵床作りの手法なども提示さ

れているが（山本・沢本 2000; 水産庁・独立行政

法人水産総合研究センター中央水産研究所

2010）、河床の礫の砂による埋没はカジカ類の再

生産を阻害する要因となる可能性が考えられる。

さらに、カジカ大卵型では、生息場所として大型

個体は浮き石の下のすき間が重要であるとされ

ているが（山本・沢本 1998; 大友ら 1999）、この

ことはカジカ中卵型でも同様と考えられる。この

ため、河床のアーマーコート化は繁殖だけでなく、

本種の生息自体を脅かす要因にもなると考えら

れる。 

我が国では気候変動などによる自然災害のリ

スクが近年高まっており（内閣府 2023）、千代川

水系でも 2018 年 7 月（小玉・竹本 2019）や 2023

年 8 月（国土交通省中国地方整備局 2023）に豪

雨による災害が発生した。災害に強い河川作りが

求められる中、千代川水系でも河川整備計画が大

幅に見直されているが（国土交通省中国地方整備

局 2022）、一方で水生生物の生息環境に配慮した

河川環境の創出も重要な社会的課題となってい

る。千代川水系下流域はカジカ中卵型の貴重な生

息場所となっているため、本種のさらなる生態的

な知見を集積するとともに、これに配慮した整備

が望まれる。 
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